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コロナからタンチョウまで色々です

住 吉 尚
（釧路支部）

コロナウイルスによる外出自粛も解除となり、各種会
合も開かれるようになりました。と言うことで、6月10
日に釧路湿原シニア大学でのお話を頼まれ、出かけてき
ました。お話の内容は「ウイルスとワクチン」とし、動
物種が違うと思いもしない結果を産むのだと言うことを
お話しました。
釧路市動物園は昭和50年に開園しました。翌年には日
本で初めてレッサーパンダの繁殖に成功しました。その
後、日本中の動物園でレッサーパンダの飼育がブームに
なりました。ところがこの時、レッサーパンダが犬ジス
テンパーに感染し発症するとのニュースがヨーロッパか
ら入ったので、全国各地の動物園で対応をすることに
なったのです。京都の動物園では飼育していた4頭の
レッサーパンダ全てに犬ジステンパーワクチンを投与し
たところ、全てがジステンパーを発症して死亡しました。
このニュースを聞いて全国の動物園ではワクチンメー
カーに不活化ワクチンを作るよう求めました。人体用で
もない、家畜でもない動物用ワクチンの開発は比較的簡
単にできるのですね。でもワクチンの効果については使
う側が検証するしかありません。早速この不活化ワクチ
ンを全国の動物園で使ったのですが、先行して使用した
動物園から私のところに電話が入り、「抗体価が上がら
ないので感染を予防できない！」とのこと。間隔を空け
て3回接種しても予定の抗体価までは上がらないとのこ
と。この電話で私はワクチンによる予防を諦め、犬と接
触しないようにしなければ！と思っていました。そんな
中です。動物園に盲導犬が入ることに。私が犬は事務所
で預かる！人には職員が付く！と提案したのですが、盲
導犬の所有者は大変怒って、「動物園の獣医師が盲導犬
を拒否するのか！私の犬はワクチンも接種しているの
に！」私は「そのワクチンによって発症する動物がいる
のですよ！」と言いましたが納得はしてくれなかったよ
うでした。これは動物園の動物の健康をどう守るか！と
言うことに神経質になっていた時の対応で、犬が園内を
歩くだけで囲いの中の動物が感染する確率は大変低いも
のですから、こんなに神経質にならなくても良かったか

も。なんて事件を思い出しました。と言うお話でした。
でも動物園の動物にとって飼い犬や猫は脅威ですから、
できるだけ連れて行かないことが大事です。ちなみにク
マは犬ジステンパーに感染しウイルスを排泄しますが、
発症はしません。そしてこのウイルスが犬に感染すると
発症するようですよ。もちろんですが、ワクチン接種さ
れていなければの話ですがね。タヌキやキツネは犬と同
じでしょう。新型コロナウイルスも犬と猫では感染に違
いがあるとか、ベルギーでしたかミンクから人に感染し
たので全頭処分したとのニュースもありましたね。
釧路は6月23日に突然真夏になりました。青空、強い

日差し、セミの声。朝、まだ空は雲っていましたが、近
所のエゾノコリンゴの木にたくさんの白い蝶が絡まるよ
うに飛び回っていました。おー、エゾシロチョウだ！毎
年この時期になるとたくさんのエゾシロチョウが飛び回
ります。エゾシロチョウはモンシロチョウより一回り大
きく、翅脈と言いますが羽根にある筋のところだけが黒
く、あとは模様が何もない蝶々です。この蝶は北海道で
はどこにでも普通にいるありふれた蝶です。でも日本に
はよく似た蝶がもう1種類いて、本州の中部の高原地帯
にだけ住んでいます。こちらは初夏の高原を代表する蝶
で、蝶マニアでない人にも人気のある蝶で、わざわざ見
に行く人もいるのだとか。エゾシロチョウは、エゾノコ
リンゴやヒメリンゴなどのバラ科の植物が食草です。春
に若葉が出てくるとエゾシロチョウの幼虫は群れになっ
て若葉を食べるので、枝が次々と丸坊主になっていきま
す。こうして十分幼虫が成長すると一斉にサナギになり
ます。枝にきれいな列を作ってサナギになるのも面白い
ものです。この幼虫の大群が一斉に蝶になるのですから、
蝶が木に群がるように見えます。毎年同じ木に群がりま
すが、蝶は6月中に羽化してしまいますから、木の方は
この後に葉が出たりするので枯れることはないようです。
私がいつも見ている木では、今年の蝶の数は近年になく

タヌキは犬と同じで、ジステンパーを発症します
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多いようです。サナギはまだまだたくさんあって、次々
と羽化するのですが、羽化が遅い個体ほど寄生蜂に寄生
されている割合が多く、サナギの数の割には羽化数が少
なくなります。この蝶の幼虫に寄生する寄生蜂にはたく
さんの種類があるのだとか。もちろんですが、蝶の体中
で幼虫が成長するのですから、寄生蜂は大変小さいもの
です。この蜂の幼虫は蝶の幼虫の体中を食べて生長する
のですが、蝶の幼虫が死なないように直接生死にかかわ
るところを避けて食べるようで、外見からは分からない
ほど普通のサナギになっているのです。何時まで経って
も蝶にならないな！と思っているとサナギに穴が開き、
寄生蜂が出てくる、と言うことになります。でもこの寄
生蜂の仲間の食物環は大変複雑で、この寄生蜂の幼虫に
寄生する寄生蜂までいると言うことですから。サナギか
ら出てきた寄生蜂は蝶の幼虫を食べたのか？寄生蜂の幼
虫を食べたのか？分かりませんね。私には全く見分けら
れませんが、寄生蜂に寄生する寄生蜂はずいぶん小さな
蜂なのでしょうね。私の友人はこのエゾシロチョウのサ
ナギから何種類もの寄生蜂が出てきた！と言っていまし
たから、この寄生蜂の世界も大変面白い世界なんだと思
いました。ともあれ、庭木にたくさんの蝶が発生したら、
面白がるのも手だと思いますがね。
さて季節はタンチョウのバンディング作業をする時期

になりました。初日は6月27日の土曜日です。タンチョ
ウのヒナは孵化後約2カ月かけて生長し、やっと飛べる
ようになります。この飛べないヒナを捕まえ足輪を付け
るのですが、なるべく大きなヒナを捕まえましょう！と
言うことですから簡単ではありません。飛べないとは言
え、長い足で草原を走り、軽い体重と長い足指があるの
で湿地でも埋まることもありません。一方の人間の側は、
胴付き長靴を履き、双眼鏡や無線機をぶら下げて走るの
ですから大変です。しかも体重があるので湿地では一歩
一歩足が埋まりますよね。草に足をとられても、溝には

まっても、頑張って走ります。私の大雑把な感じでは、
狙ったヒナが獲れる確率は3割程度でしょうか。とは言
え今年もがんばります。毎年のことですが、今年も十勝
地方から始めます。9時に池田駅集合です。この日は札
幌や富良野、遠くは千葉県から駆けつけた人もいて、18
人もの捕獲隊ができました。天候は曇りで時々小雨です。
最初は集合場所の北部、利別川沿いの農家にいるヒナ2
羽連れがターゲットです。築堤の裏側に捕獲班を入れ、
私たちは農家から築堤にヒナを追い出す係です。ヒナは
大豆畑を超え、予想した通りに築堤を越え見えなくなり
ました。でもヒナ捕獲！のコールがいつまでも聞こえま
せん。何が起きているのでしょう？どうも捕獲隊が予想
していた場所は少しずれていて、ヒナ達は川沿いの深い
藪の中へと消えてしまったとか。追い出し隊にして見れ
ば理想的な追い出しだと思ったのですが見事な失敗でし
た。残念！
次は幕別町です。ここでは紆余曲折があったものの全

員の努力の甲斐があって、見事にヒナ2羽を捕獲し、無
事足輪を付けて放鳥しました。やったぜ！さて昼食です。
小雨の中ですから十勝川河川事務所の施設を使わせても
らい、無事室内での昼食となりました。食後はまた池田
町に戻ります。最初のターゲットと同じ農家付きのタン
チョウで、この家族もヒナ2羽連れでした。ここも畑の
向こうには築堤があるのですが、ここは築堤を越えると
もう深い藪で、その先は沼ですから築堤上までの間で捕
獲しなければなりません。畑はジャガイモでした。畑の
中は入れません。1羽は畑の中を駆け抜けてしましまし
た。もう1羽ですが、こちらは築堤の畑側のヤブに隠れ
ているようです。全員でヤブの捜索を始めると間もなく
「ヒナ発見！」そして「捕獲！」のコールです。こうし
て今年の初日は3羽のヒナに足輪を付けて放すことがで
きました。昨年の十勝では2日間で2羽でしたから、今
年は上々の滑り出しと言えましょう。3カ所6羽のター
ゲットで捕獲数3羽ですから、捕獲確率5割です。そし
て今年は2羽連れが多いような気がしました。天候があ
まりよくなく時々小雨が降る中でした。でも十勝が良い
天気だと、気温が上がると汗まみれになりますから、我々
には「良い天気だったよー！」と言う感じです。日曜日
も十勝でのタンチョウのバンディングです。この日は5
羽ものタンチョウのヒナに足輪を付けることができ上々
でした。そしてこの日も曇り時々小雨模様でした。
このバンディングのために千葉県からわざわざやって

きたわが友は、次の月曜日から「蝶々採りをやりたい」
と。「まずは何？」と私。「エゾシロチョウだ！」それな

エゾノコリンゴに群れるエゾシロチョウ
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らうちの裏に沢山いますから、はいここ！早速捕虫網を
出し採集です。6頭採ったところで、もうエゾシロチョ
ウは充分だ！次はセセリチョウの仲間が欲しいとか。そ
れではと走りだしました。ただ蝶々採りだけではもった
いないので、タンチョウのヒナ探しを兼ね、厚床周辺ま
で走りました。でも肝心の蝶々がさっぱり見当たりませ
ん。夕方まで頑張って目的の蝶を1頭だけでしたが採っ
たとか。さて帰路に。でもこの時期はまだまだ日が高い
ので「ちょっとラッコでも見てから帰ろうか！」と提案。
もちろんOKです。ハンドルを切って、霧多布岬に。駐
車場で車を止めるとすぐそこに何人もの人が。ラッコは
すぐ下の海で昼寝中でした。子供が1頭、成獣と思われ
る個体が3頭、子供は1頭の成獣にいつも抱かれていま
すから、抱いているのは雌親でしょう。海面から頭と足
を出して腹向けになって浮いた状態です。寝ているよう
です。何とものんびりしたものです。あくせく走り回る
人間どもと違い、波に揺られてのんびり昼寝をしている
ラッコを見るのも気が休まって何とも良いものです。
蝶々採り2日目は雨で断念。それではと、タンチョウ探
しをすることに。2家族ヒナ4羽を見つけて、午後友人
を空港まで送り届けて終了。そして翌日の水曜日はまた
またバンディング作業です。疲れがさっぱり抜けません。
ヨタヨタしながらの参加です。

今日は道の駅恋問館に集合。天候は晴れです。十勝で
の2日間は小雨模様でしたので、あまり汗をかくことも
なく作業には良い日和でしたが、今年は釧路地方で汗を
かくと言う状態のようです。午前中はだめ。暑さもあり
少し早い昼食をとりながらの休息です。そこで地元民の
情報を得て走り出しました。話に聞いた場所にヒナ2羽
がいました。今日は平日で参加者は8人だけ。四方を囲
むには2人ずつしかいません。広い草地をそれでも囲ん
だのですが、1羽を捕まえたもののもう1羽は見失いま
した。残念。さて今度は朝一番に行ったターゲットに再
挑戦です。私の車は皆より少し遅れて到着しました。す
ると無線からは、「良い場所にいる！」「朝の作戦通りに
展開せよ！」とのこと。私は鳥も満足に見ずに走り出し
ました。1羽目は早々に「ゲット！」のコールが。する
と私の眼の前のヨシ原を誰かがバリバリと大きな音を立
てて歩いています。てっきりヒナを探しているメンバー
だと思っていたら、ひょっこり出てきたのは人ではなく
タンチョウのヒナでした。「おーいヒナがいたぞー！」
叫びます。元気な仲間が追いかけます。深いヨシの中で
何とか抑え込みました。今日の3羽目ゲットです。こう
して汗まみれの一日が終わりました。

こんな大きなヒナも
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今日の3羽目です

昼寝中のラッコ
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